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●三井住友海上保険 (株 )  
●三井住友あいおい生命 (株 )
●オリックス生命保険 (株 )  
●メットライフ生命保険 (株 )
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～令和2年4月1日から下記の事務所となります～
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吉野川市社会福祉協議会　事務所が移転します

吉野川市民プラザ1階に入ります

令和2年4月1日～

事務所が
移転します！



吉野川市社会福祉大会受賞者のみなさん
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令
和
元
年
11
月
30
日
吉
野
川
市

役
所
で
開
催
し
、約
４
３
０
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。式
典
で
は
、

社
会
福
祉
活
動
の
発
展
に
功
績
の

あ
っ
た
30
名
に
大
会
長
よ
り
表
彰

状
が
贈
ら
れ
、大
会
宣
言
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。式
典
終
了
後
、屋
外

で
は
各
種
団
体
の
協
力
に
よ
る

食
べ
物
の
模
擬
店
、工
作
・
体
験
コ

ー
ナ
ー
、ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。ス
テ
ー
ジ
で
は
、

と
き
め
き
キ
ッ
ズ
吉
野
川
の
ダ
ン

ス
と
、ス
マ
イ
ル
家
族
応
援
団
に

よ
る
琉
球
太
鼓
の
演
奏
が
披
露
さ

れ
、会
場
は
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

 

■
大
会
長
表
彰

　《民
生
委
員・児
童
委
員
功
労
》

　
　
矢
部
　
郁
夫(

鴨
島)

　《社
会
福
祉
事
業
功
労
》

　
○
社
協・関
係
団
体
等
の
役
員

　
　
阿
部
　
由
美(

鴨
島)

　
　
笠
井
扶
美
惠(

鴨
島)

　
　
宮
本
　
本
子(

鴨
島)

　
　
和
泉
　
英
治(

山
川)

　
　
滝
本
　
正
秋(

山
川)

　
　
竹
内
　
　
功(

山
川)

　
　
藤
川
　
利
文(

山
川)

　
　
安
友
　
　
節(

山
川)

 

■
名
誉
大
会
長
表
彰

　《民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
》

　
　原
田
喜
美
子（
鴨
島)

　《社
会
福
祉
事
業
功
労
》

　
　
尾
嶋
　
英
子（
鴨
島)

　
　
宮
本
　
千
秋（
鴨
島)

　
　
山
口
　
文
恵（
鴨
島
）
　

　
《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
》

　
　加
藤
美
智
子（
鴨
島)

　
　
工
藤
　
義
隆（
鴨
島)

　
　
三
木
　
弘
子（
鴨
島)

　
　
板
東
　
町
江（
川
島
）

　
　
西
岡
　
敬
之（
山
川
）

第
63
回 

徳
島
県
社
会
福
祉
大
会
の
報
告

第
15
回 

吉
野
川
市
社
会
福
祉
大
会
の
報
告

○
婦
人
会
活
動

　
渡
部
　
幸
代(

鴨
島)

　
佐
伯
　
渥
美(

川
島)

　
吉
田
　
晴
子(

山
川)

　
元
村
　
菊
江(

美
郷)

○
老
人
ク
ラ
ブ
役
員

　
岸
田
　
　
忠(

鴨
島)

　
片
岡
　
愛
子(

川
島)

　
由
繁
　
義
明(

山
川)

○
身
体
障
が
い
者
福
祉
活
動

　
古
庫
　
計
子(
鴨
島)

　
眞
鍋
　
俊
子(
鴨
島)

○
青
少
年
健
全
育
成

　
長
元
　
博
美(

山
川)

　
前
田
　
洋
治(

山
川)

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
》

　
岡
本
　
誠
二(

鴨
島)

　
木
元
　
昭
子(

鴨
島)

　
七
條
　
敏
子(

鴨
島)

　
田
村
　
照
子(

鴨
島)

　
山
根
　
清
一(

鴨
島)

　
篠
原
し
の
ぶ(

川
島)

　
藏
本
チ
ヨ
コ(

山
川)

　
武
田
　
春
子(

山
川)

　
竹
本
　
壽
男(

山
川)

　
谷
　
　
　
明(

山
川)

　　

 

■
大
会
長
表
彰

　《
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
》

　
　
喜
多
　
義
行（
川
島
）　
　

　
　
中
野
　
秀
子（
川
島
）　

　《
社
会
福
祉
事
業
功
労
》

　
　
木
内
美
津
子（
鴨
島)

　
　
塩
田
　
秀
樹（
鴨
島)

　
　
藤
島
　
典
仁（
鴨
島)

　
　
松
家
　
幸
子（
鴨
島)

　
　
井
後
　
浩
明（
川
島
）

　
　
浦
野
　
一
好（
川
島
）

　
　
中
村
　
光
（
川
島
）

　
　
橋
川
　
民
子（
川
島
）

　
　
森
本
二
三
子（
川
島
）

　
　
中
山
　
林
一(

山
川)

　　

　
　《社
会
福
祉
事
業
功
労
団
体
》

　
　
川
島
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
学
島
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
山
崎
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
瀬
詰
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
川
田
東
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
川
田
中
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
川
田
西
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
美
郷
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
》

　
　
元
村
　
好
子（
鴨
島)

　
　
鎌
田
　
正
昭(

山
川)

　【
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
】

　
　
八
本
松
西
自
治
会（
鴨
島)

　
　
中
央
西
自
治
会(

山
川)

　
　
麦
原
東
自
治
会(

山
川)

　
　
恵
美
子
自
治
会（
美
郷
）

　
令
和
元
年
11
月
20
日
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、吉
野
川

市
で
は
次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。



 3

■当事者団体・福祉団体が行う歳末時期の活動   740,000円
　吉野川市民生委員児童委員協議会 ･ 吉野川市身体障害者連合会 ･ 吉野川市手をつなぐ育成会 ･ 吉野川市婦人団　　　
　体連合会・吉野川市ボランティア連絡協議会 ･NPO法人アトリエひまわり ･NPO法人巣立 ･あおぎワークホー　
　ム ･ヴィヴァーチェ野菊 ･ゆいたび ･吉野川市阿波市心身障害児父母の会「ふたば会」･いんべの里地域活性化
　委員会 ･麻植市ほっとサロン

　《事業参加者の感想》
    ★老人ホームへ訪問
　    日頃練習している日本舞踊，カラオケ，合同合唱，オカリナを披露させていただくと，大変喜んでくださいました。
      プレゼントをお渡しすると笑顔で喜んでくださいました。次回もぜひ訪問したいと思います。

■地区社会福祉協議会が行う歳末時期の活動　　1,272,000円
　  牛島 ･森山 ･飯尾敷地 ･鴨島 ･西麻植 ･知恵島 ･川島 ･学島 ･山崎 ･瀬詰 ･川田東 ･川田中 ･川田西 ･美郷

  《事業参加者の感想》
   ★ひとり暮らし高齢者訪問
　  ひとり暮らし高齢者の多くが，近くにお店屋がなく，その上，高齢化で移動手段に不便をきたし，買物に行けない　
　  人が多いために，寒い冬を迎えるこの時期に心温まる事業としてうれしく受け取ってくださっています。
　   冷えると足腰が痛むのでカイロ ･靴下は好評です。

■福祉ニーズを持つ世帯への義援金の贈呈　　606,000円
　 　　　　　　　＊在宅寝たきりの方　 　　 ＊吉野川市手をつなぐ育成会会員　
　 　　　　　　＊要保護児童 ･生徒　 　　 ＊就労継続支援（B型）事業所利用者　 
　 　　　　　　＊児童施設入所者　      

　 ■65歳以上の在宅ひとり暮らしの方へのカレンダーの贈呈

　　　　　　　　　　　  480,150円

緊急連絡先書き込み表も入ってます

歳末たすけあい運動の報告
皆さまから寄せられた募金は，趣旨に沿った活動に配分しました。

配分先
173名

配分先
1,792名

配分金額　3,098,150円
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車検の速太郎　吉野川店

有限会社　ロータス中央
徳島県吉野川市山川町川田 640-4
TEL 0883-42-2274
速太郎予約専用 TEL 0883-42-5123

アイル保険サービス 株式会社

安 心・納 得 !!

立会・対話車検

土・日・祝日も
営業 !!

本社：吉野川市川島町三ツ島字長塚 365-1
　　　TEL 0883-25-3408　FAX 0883-25-5510
徳島：徳島市津田海岸町 8-20 徳島木材団地（協）会館内
支店　TEL 088-679-8787

取扱い保険会社
●三井住友海上火災保険 (株)  ●三井住友海上あいおい生命 (株)
●オリックス生命保険(株)  ●メットライフ生命保険 (株)

アイル保険サービス 株式会社
本社：吉野川市川島町三ツ島字長塚 365-1
　　　TEL 0883-25-3408　FAX 0883-25-5510
徳島：徳島市津田海岸町 8-20 徳島木材団地（協）会館内
支店　TEL 088-679-8787

取
扱
い
保
険
会
社

●三井住友海上保険 (株 )  
●三井住友あいおい生命 (株 )
●オリックス生命保険 (株 )  
●メットライフ生命保険 (株 )

土・日も
 営業！！
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社協の活動は,
社協会費，赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金
配分金，補助金・委託金，寄附金・善意銀行預託金を
財源に実施しています。

令和2年
3月2月1月12月

高齢者の生きがいと健康づくり推進事業

障がい者レクリエーション教室　「料理教室」地区社会福祉協議会連絡会

　今年度も第２回生きがい教室で，鴨島病院理学療法士
の田村英司先生と作業療法士の住友祐介先生に来てい
ただきました。
　運動と認知課題(計算など)を組み合わせたコグニサイ
ズを教えてもらいました。少しずつ難易度が上がってい
くと間違えることもありますが，大丈夫です。むしろ簡
単にできない方が認知症予防になるらしい！？
　教室のみんなで笑って楽しいひと時を過ごしました。
　11月には，広島県福山市の『エフピコ福山リサイクル
工場』の見学に行きました。たくさんの食品トレーが選
別されている所を見学し，研修後には「今まで捨てよっ
たけど，１枚でもスーパーに持っていこう！」という方
が何人もいて，有意義な研修旅行になったと思います。

　毎月１回健康づくり教室を開催しています。一日の内
容は、午前中に吉野川リハビリセンターの理学療法士の
先生に来ていただき，介護予防体操を行い,体を動かしま
す。午後からは輪投げ，ラップ芯転がし，玉入れなどのレ
クリエーションで楽しみながら体を動かし，心身のリフ
レッシュを図っています。
　11月には，『香川東部溶解クリーンセンター』の見学
に行きました。日常のゴミがどのように処理されていく
かの過程を見学し，環境問題を改めて考える研修になり
ました。
　外出の機会が少ない参加者にとって生きがい教室は
体を動かしたり，おしゃべりをしたりと月に一度の楽し
みになっています。

　吉野川市内の障害者手帳所持者の方を対象に，令和
元年12月８日（日），城山老人福祉センターにおいて，
料理教室を開催しました。講師に東谷克子さんを迎え，
きのこと鶏肉のバターじょうゆ炒め，キャベツの照り
焼きつくね，ゆでキャベツのごまサラダ，さつまいもの
具だくさん豚汁等，おいしくて，かつヘルシーな料理を
作りました。できあがった料理に舌鼓を打ちながら楽
しくお喋りし，親睦を深め，実りある食事会でした。食
後は，毎年恒例のビンゴゲームを行い，終始笑顔のこぼ
れる楽しい催しとなりました。

　１月31日(金)，吉野川市合同庁舎で開催し，吉野川市
内の地区社会福祉協議会から20名の参加がありました。
お笑い福祉士『ボランティアグループ笑

しょう
』の宝

たからやせんじゅ
家千壽さ

んをお招きし，消費者トラブルについて笑いを交えな
がら講演いただきました。
また，今回は，愛媛県新居浜市社会福祉協議会高津支部
の役員，14名をお迎えし，各地区の取り組みについて
発表し，意見交換を行いました。他の地域について知る
ことができ，これからの活動に生かすことのできる有
意義な会になりました。

●歳末たすけあい運動
●障がい者レクリエーション教室『料理教室』
●福祉教育(鴨島小)

●No.58『よっしゃ！福祉吉野川』発行
●障がい者レクリエーション教室『カローリング』
●地域福祉活動計画実行委員会意見交換会
●評議員会

●ボランティア講座
●事務所移転準備
●理事会
●評議員会

●理事会
●地区社会福祉協議会連絡会

鴨 島 美 郷
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鴨島第一中学校
車いす体験

鴨島第一中学校
社協の紹介

山瀬小学校
盲導犬ユーザーの講話

県立川島中学校
アイマスク体験

飯尾敷地小学校
車いす体験

鴨島小学校
盲導犬ユーザーの講話

令和元年

慣れている乗車も難しい！
（アイマスク体験）

ちょっとした段差も一苦労
（車いす体験）

一緒に歌って体操をしました！
（吉野川リハビリセンター）

ミニ夏祭りのお手伝い
いらっしゃいませ～！
（ちびっこドーム）

福祉教育
6/11　　川島小学校　アイマスク体験
7/11　　県立川島中学校　アイマスク･車いす体験
8/19　　市立川島中学校　車いす体験
9/26　　飯尾敷地小学校　アイマスク体験
10/2　　山瀬小学校　アイマスク体験
10/7　　飯尾敷地小学校　車いす体験
10/16　 山瀬小学校　盲導犬ユーザーの講話（講師：鶴野 克子さん）
10/23　 鴨島第一中学校　社協の紹介･車いす体験・高齢者疑似体験
10/30　 川島小学校　車いす体験
12/13　 鴨島小学校　盲導犬ユーザーの講話（講師：鶴野 克子さん）

9月 10月 11月8月
●No.57『よっしゃ！福祉吉野川』発行
●サマーチャレンジ
  ボランティアワーク
●福祉教育（市立川島中）

●赤い羽根共同募金運動
●福祉教育(山瀬小･飯尾敷地小･
　川島小･鴨島第一中)

●第15回社会福祉大会　福祉まつり
●理事会

●福祉教育(飯尾敷地小)

サマーチャレンジボランティアワーク
　吉野川市内の中学生９名,高校生11名の計20名が夏休み期間中にボランティア活動を行いました。　
　１回目にアイマスク体験・車いす体験を中高生自身が行い,２回目に鴨島小学校での防災訓練で,アイマスク体
験・車いす体験コーナーのスタッフとして参加し,来場した近隣住民の方に使い方をアドバイスしていました。
　３回目は吉野川リハビリセンターを訪問し,職員の方々にリハビリについて教えてもらったり,納涼祭で利用者
とビンゴゲームをしたり歌ったりして楽しく過ごしました。
　４回目にはちびっこドームのミニ夏祭りで,ステージの司会や各種出し物コーナーを担当し,祭りを盛り上げ子
どもたちにも大変喜ばれました。
　参加した中高生は,他校生との交流も深まり,人のために何ができるかを発見し,達成感も味わうことができまし
た。また,福祉への道を目指している高校生もいて,その姿は,中学生にはよい刺激にもなったと思います。

福祉の出前講座をしました！

社協
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１. 応募資格
県内に在住する 55歳以上の方で，学習意欲があり，卒業
後は地域社会活動の指導にあたる意欲がある方。
※既卒業生も再度入学が可能です。(既卒業コース以外のコースに限る )

２. 募集定員　　70名　　

３. 学習内容　　
教養科目（※全コース共通）70時間
専門科目（園芸･ICT･英会話（初級））50時間

４. 修学期間
６月から翌年３月まで，概ね年間30日。1日の受講時間は，午前
10時から午後3時まで１日4時間です。

５. 入学金 ･授業料等
（1）入学金　無料
（2）授業料　年間5,000円　　
 ※実習等に要する材料費，学生会費等は別途必要です。

６. 吉野川校の主な学習場所
吉野川市文化研修センター

ありがとうございました！！　　　善意銀行だより

※入学願書は３月５日より市社協本所・各支所に備えています。

選択コース
園芸 ICT 英会話（初級）
25名 30名 15名

第40期生
（2020年度生） 

 入学生募集案内
【募集期間】　
2020年

3月 ９日（月）
4月13日（月）

➡
■問い合わせ先　　吉野川市社会福祉協議会　鴨島支所　電話26-0131
　　　　　　　　　（４月以降の問い合わせ先：地域福祉課　電話 22-2741）
■願書受付先　　　吉野川市社協　　本所・各支所

徳島県シルバー大学校　吉野川校　

 入学生募集案内

　受
講
者
の
声

◆
シ
ル
バ
ー
大
学
校
へ
出
向
き
、

多
く
の
人
た
ち
と
出
会
い
学
習
で

き
る
こ
と
は
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
は

も
ち
ろ
ん
脳
ト
レ
刺
激
に
な
る
と

思
い
ま
す
の
で
こ
れ
か
ら
も
財
産

の
ひ
と
つ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

◆
い
ろ
い
ろ
な
知
識
が
身
に
つ
き
、

友
達
も
た
く
さ
ん
で
き
ま
す
。
生

活
に
は
り
あ
い
が
で
き
、
頭
も
少
し

使
っ
て
認
知
症
予
防
に
大
変
い
い
と

思
い
ま
す
。

◆
入
学
し
て
、
新
し
い
友
達
の
輪
が

広
が
っ
て
、
と
て
も
有
意
義
な
学
生

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
先
は
、
ま
た
新
し
い
分
野

に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

◆
楽
し
く
過
ご
せ
ま
し
た
。
多
く
の

仲
間
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
勉
強
が
足
り
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。

◆
パ
ソ
コ
ン
を
ど
う
に
か
使
え
る
よ

う
に
な
っ
て
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。
今
ま
で
は
家
計
簿
に
記
入
し
て

い
ま
し
た
が
、
パ
ソ
コ
ン
で
楽
々
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
生
涯
学
習
、
い
ろ
い
ろ
な
事
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ん
な
が
元
気
に

長
生
き
し
ま
し
ょ
う
！

現金預託　 匿名希望 様
　　　　　公益財団法人　阿波麻植法人会 様
物品預託　 公益財団法人　阿波麻植法人会 様

ビル総合管理／消防・防災設備施工販売／貯水槽清掃／害虫駆除

阿部商事株式会社
e-mail:abe-s-kk@titan.ocn.ne.jp 〒779-3302

徳島県吉野川市川島町山田字中須賀98
Tel.0883-25-2660
Fax.0883-25-4988

ISO 9001:2000

文具・事務用品・OA機器・オフィス家具

防災と減災〈金 庫〉
あなたの大切なものを守ります
　　性能で選び サイズで選び
　　　　使い易い錠前のタイプを選べます

徳島県吉野川市山川町流34番地
TEL 0883-42-6330　FAX  0883-42-6331

（有）
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■ プロフィール
平成22年より民生委員を９年間務める。中枝地区婦人
会会長を２期,美郷地区婦人会連合会会長を１期務め
る。平成29年より老人会に入会し,平成31年より中枝
クラブ会長を務めている。
平成30年12月１日第14回吉野川市社会福祉大会民生
委員児童委員功労を受賞。

■ 

今
ま
で
の
暮
ら
し
は
ど
う
で
し
た
か
？

　
18
歳
で
東
山
か
ら
嫁
に
来
た
ん
よ
。家
で
桑
の

栽
培
を
し
た
り
、酪
農
を
し
た
り
し
ま
し
た
。百
頭

も
の
乳
牛
を
飼
っ
て
い
た
の
で
、休
み
な
し
で
働

き
ま
し
た
。麻
植
地
区
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
が

で
き
て
か
ら
は
、酪
農
だ
け
に
な
っ
た
け
ど
、段
々

畑
も
し
て
、牛
の
飼
料
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
育
て

た
り
、放
牧
も
し
た
り
し
た
ん
よ
。最
後
に
は
外
国

の
飼
料
を
大
き
な
ト
ラ
ッ
ク
で
家
に
持
っ
て
き
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
、牛
乳
を
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

で
家
に
取
り
に
き
て
く
れ
、一
日
１
ト
ン
を
出
荷

し
よ
っ
た
。酪
農
組
合
で
人
を
雇
う
こ
と
も
で
き

て
、ほ
ん
で
楽
に
な
っ
た
な
ぁ
、旅
行
に
も
行
け
る

な
ぁ
、っ
て
言
よ
っ
た
矢
先
に
夫
が
事
故
で
亡
く

な
り
、酪
農
も
や
め
た
。ま
ぁ
そ
ん
で
あ
る
程
度
落

ち
着
い
た
け
ん
、菜
の
花
を
し
た
ん
よ
な
。

　
ほ
ん
で
、お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
と
三
人

で
暮
ら
し
て
た
ん
や
け
ど
、お
ば
あ
さ
ん
は
脳

梗
塞
で
倒
れ
、入
退
院
も
繰
り
返
し
て
90
で
亡
く

な
っ
た
ん
よ
。ほ
ん
で
お
じ
い
さ
ん
は
な
、『
お
ま

え
の
連
れ
に
生
き
と
っ
ち
ゃ
ら
な
い
か
ん
わ
』っ

て
言
っ
て（
笑
い
）私
も『
年
寄
り
の
連
れ
は
い
ら

ん
』っ
て
言
っ
て（
笑
い
）ほ
な
け
ん
ど
、お
じ
い
さ

ん
は
100
歳
越
し
た
け
ど
な
、98
ま
で
山
に
行
っ
て

枝
打
ち
し
よ
っ
た
ぐ
ら
い
元
気
じ
ゃ
っ
た
ん
よ
。

寒
い
の
に
行
か
れ
ん
だ
っ
て
言
う
て
も
、『
仕
事
し

た
ら
温
も
る
ん
じ
ょ
』っ
て
言
う
て
な
。今
は
ひ
と

り
暮
ら
し
。

■ 

民
生
委
員
の
活
動
で
印
象
に
残
っ
て
　 

　
い
る
こ
と
は
？

　
民
生
委
員
で
印
象
に
残
っ
と
る
の
は
地
域
の
把

握
と
か
住
民
を
把
握
す
る
こ
と
に
一
番
苦
労
し
ま

し
た
。見
守
り
と
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
の

に
道
が
悪
い
の
で
困
り
ま
し
た
わ
。美
郷
は
人
数

が
少
の
う
て
も
範
囲
が
広
い
や
ろ
。最
初
は
七
、八

軒
を
地
図
を
頼
り
に
行
っ
た
ん
や
け
ど
、土
地
と

家
族
の
把
握
に
苦
労
し
た
な
。そ
れ
を
ま
ぁ
五
、六

年
し
て
き
た
ら
や
っ
と
慣
れ
て
き
た
。

　
月
に
一
回
配
食
サ
ー
ビ
ス
で
、ひ
と
り
暮
ら
し

の
年
寄
り
は
、弁
当
持
っ
て
く
る
の
待
っ
ち
ょ
る

人
も
お
っ
て
、ひ
と
り
で
家
に
お
っ
た
ら
話
し
相

手
が
な
欲
し
い
け
ん
な
。『
ま
ぁ
茶
飲
め
、茶
飲

め
』っ
て
な
か
な
か
離
し
て
く
れ
ん
の
。（
笑
い
）何

軒
も
回
ら
な
あ
か
ん
け
ん
、先
行
か
な
あ
か
ん
け

ん
っ
て
言
っ
て
も
な
か
な
か
な（
笑
い
）色
々
な
、

や
っ
ぱ
り
あ
る
程
度
は
聞
い
て
あ
げ
な
ん
だ
ら
寂

し
い
の
も
わ
か
る
し
な
。ほ
ん
で『
あ
そ
こ
の
家
見

ち
ゃ
げ
な
い
』っ
て
い
う
情
報
が
あ
っ
た
ら
、話
を

聞
き
に
行
っ
て
、市
の
ほ
う
に
連
絡
し
て
施
設
に

入
っ
た
人
も
い
る
。

　
そ
し
て
、民
生
委
員
の
活
動
を
九
年
し
て
私
も

も
う
77
に
な
っ
た
ん
よ
な
。ほ
ん
で
も
う
、車
で

行
っ
き
ょ
っ
た
ら
、や
っ
ぱ
り
運
転
が
ど
う
し
て

も
坂
じ
ゃ
し
な
。カ
ー
ブ
が
多
い
だ
ろ
、道
が
狭
い

し
。も
し
事
故
で
も
起
こ
し
た
ら
大
変
。車
で
、事

故
起
こ
し
て
か
ら
や
め
た
ん
で
は
、自
分
が
一
番

情
け
な
い
し
な
。ほ
ん
で
も
う
、定
年
で
辞
め
さ
せ

て
も
ら
い
ま
す
言
う
て
何
事
も
な
い
内
に
辞
め
て

お
い
た
ほ
う
が
無
難
だ
な
と
思
う
て
退
職
し
た
。

■ 

現
在
は
何
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
現
在
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
行
く
の
が
楽
し
い

の
と
老
人
会
の
活
動
を
し
と
る
。老
人
会
で
色
々

な
行
事
し
て
、ミ
ニ
運
動
会
と
か
、ふ
れ
あ
い
交

流
会
み
た
い
な
ん
し
た
り
な
、そ
ん
な
ん
を
し
て

な
る
べ
く
外
に
出
る
よ
う
に
は
し
と
る
。テ
レ
ビ

ば
っ
か
り
見
と
っ
た
っ
て
、話
し
か
け
た
っ
て
返

答
が
無
い
け
ん
な
。ほ
ん
で
子
ど
も
に
も『
お
母
さ

ん
ひ
と
り
や
け
ん
ボ
ケ
ん
よ
う
に
し
な
よ
、み
ん

な
が
誘
っ
て
く
れ
た
ら
せ
い
だ
い
て
出
て
行
き
な

よ
』っ
て
言
わ
れ
て
る
。ほ
ん
で
誘
っ
て
く
れ
る
内

に
い
か
な
ん
だ
ら
声
か
け
て
く
れ
ん
よ
う
に
な
る

で
な
。今
は
も
う
遊
ぶ
の
が
楽
し
い
。み
ん
な
が

誘
っ
て
く
れ
た
ら
何
ん
で
も
行
っ
き
ょ
る
な
。

　
や
っ
ぱ
り
大
事
だ
と
思
う
ん
は
、心
地
よ
い
刺

激
な
ん
よ
。友
人
や
家
族
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
っ
て
、人
の
役
に
立
つ
こ
と
を
日
課
に
取

り
入
れ
な
が
ら
、友
達
と
外
へ
出
て
行
っ
て
話
を

す
る
こ
と
な
ん
よ
。毎
日
楽
し
い
な
ぁ
。

西村 スヅヱさん
（77）

支え
 支えられて

気になる
あの人

ちょっと


